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平成29年 7月 2日（日） 10時～12時
とちぎ青少年センター 第1・第2研修室
共 催：栃木県教育委員会 参加者：35名
講 師：東北学院大学教養学部長

教授 水谷 修 氏

地域をつくる子どもと大人

～「参画」・「偶然・たまたま」を
キーワードに～

子どもは認められることによって成長し、
持っている力を発揮するようになる。
大人は、子どもが地域社会の一員である
ことを認識し、子どもが持っている大人
とは異なる感性や能力を認めることが
重要です。

子どもは「次代の担い手」と言われますが、
次代のみならず、現在も十分に社会の担い手になり得ます。
それには子どもの周りだけではなく、社会の中で参画して
いくことが必要です。

心を豊かにしてくれる面白さ⇒「問題解決のプロセスをたどる面白さ」
地域の中で「自分の力が生かせた」、他者の「役に立った」、他者から「認められた」
これは、行動が自分の周りだけで完結していては得にくいものです。

事業例：仙台市生涯学習支援センターと東北学院大学の学社融合による
ジュニア・リーダーと大学生のコラボ講義＆討議

「協働力」を育むには「体験的な活動」を

計画通りに進めるより「偶然、たまたま」に気づき、
それを生かす力が大切では？
「偶然やたまたまを生かす力」を育むには
「粘り強さ」「柔軟性」「楽観性」
「リスクを恐れず行動する力」と「協働力」が必要。

7月2日（日）PM

午後には第8回関ブロ
栃木大会実行委員会
の場で、水谷教授の
講話について、討議
がなされました。

県教委生涯学習課
長島社会教育主事
よりごあいさつ

水谷教授の講話
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～～ I N FORMAT ION～～

※関ブロ神奈川大会での次年度開催地(栃木県)によるPR動画または写真募集中！
県内の子ども会活動中の参加者たちによる「来年は栃木へ来てね」など来年開催される
関ブロ栃木大会への呼びかけ、お誘いPRの動画や写真を募集しています。
全体で5分程度の持ち時間なので、動画の場合は1分以内で提出ください。編集することも
あります。目を引くような楽しいPRをたくさんお待ちしています。８月３１日まで！

※平成29年度栃木県子ども会ジュニア・リーダー研修会 ～参加者募集中～
10月1日（日）10時～16時 とちぎ青少年センター ２F研修室・多目的室
参加費：1人500円 対象者：中学生、高校生、引率者
申込み：市町子連でまとめて県子連へ。9月11日（月）〆切り

８月11日(金)～17日(木) 県子連事務局は夏季休業となります。

平成29年7月九州北部豪雨被害
緊急寄付金の募集中！

目標額：５００万円
締切り：平成29年9月30日
振込先：郵便振替口座
口座名：全子連国内災害救援募金口
口座No.：00140-9-648471

寄附申込書を全子連まで郵送、FAXまたは
メールのいずれかで送付願います。
〒112-0012東京都文京区大塚6-1-14

全国子ども会ビル３F

（公社）全国子ども会連合会事務局宛
FAX 03-5319-1744

Email:bokin@kodomo-kai.or.jp

問合せ：栃木県子ども会連合会事務局

事故発生時や請求時は、事故第一報
報告書・共済金請求書の「事故発生
状況」欄に、どのように事故が発生
したのか、思い描けるように記入し
てください。全子連からの問い合わ
せが増加しています。

平成29年7月9日（日）10:30～16：00 全国子ども会ビル会議室（東京都文京区大塚）
参加者：関ブロ地区10県から選出された27名の子ども会推進委員の内、21名

栃木県子連からは柳田・矢後・上野各副会長3名が出席
運営委員：大鹿埼玉県子連会長 河本静岡県子連会長 太田茨城県子連事務局長
協議内容：◆第1回未来委員会報告

◆平成28年度推進研究会の振り返り
◆今後の方向性の決定
◆4つの課題について班分け協議

1 会員増加のために
2 地区・県の活動の活性化
3 魅力ある子ども会活動
4 シニア(ユース)・リーダーの養成

全国子ども会安全共済会


